
 

第１９回 地域医療従事者スキルアップセミナー 
令和７年１０月２５日（土） 13：00～１５：００   

松江赤十字病院 本館 6階講堂 （松江市母衣町 200番地） 

第 1部 

①まちの減災ナースについて 

安来市立病院 まちの減災ナース 松本 由夏 

②訪問看護師の役割 ～病院との連携を図りながら感じたこと～    

ケアプロ訪問看護ステーション島根 松江ステーション 所長 寺本 恭子 

③急性期から地域へ ―早期転院の取り組み―   

松江赤十字病院 社会福祉士 土江 健志 

④「身寄りがない人への支援」に関する困難事例アンケート報告     

松江市在宅医療介護連携支援センター 在宅医療介護支援専門官 星野 和子 

⑤せん妄看護の取り組み 

安来市立病院 認知症看護認定看護師 入江 優子 

⑥ひきこもり支援の試み～医療機関における家族教室～    

安来第一病院 公認心理師・臨床心理士 林原 実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1４：００～ 講演 

  

「調整中」       

救急部 医師 秦 昌子  
 

13：00～ 口頭発表 

開会あいさつ  

閉会あいさつ 

院長 大居 慎治 

副院長兼地域医療連携室長 内田 靖 

第 2 部 

主催 松江赤十字病院 

※当日は進行状況により、時間が前後する可能性がございますので、ご了承ください。 

※当日は発熱のある方、解熱後 24時間以内の方、風邪症状のある方はご参加いただけません。 
体調をご確認の上、マスク着用でのご参加をお願いいたします。 
※定員に達した場合、ご参加をお断りする場合もございますのでご了承下さい。先着順とし、お断りする 
場合は事務局よりご連絡いたします。 
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、やむをえず中止となる場合もございます。 

 ＜第１部終了後 休憩 ＞  

【座長】 地域医療連携室副室長 湯浅 誠一 

【座長】 外来看護師長 奥名 美香  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 『ラピッドカー導入で急性期医療を支える』 


